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知
立

市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条

例
の
一

部
を
改
正

す
る

条
例
案

新
旧

対
照
表
 

（
議

案
第
６
９
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

附
 
則
 

附
 
則
 

 
こ
の
条
例
中
第
１

条
の
規
定
は
平

成
30
年
1
0月

１
日
か
ら
、
第
２

条
の
規
定
は

令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
。
 

 
こ

の
条
例

中
第
１

条
の
規
定
は
平

成
30
年
1
0月

１
日
か
ら
、
第
２

条
の
規
定
は

平
成
33

年
４

月
１
日

か
ら
施

行
す
る
。
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知
立
市

税
外
収
入
に
係
る
延
滞
金
に

関
す
る

条
例
の

一
部
を
改

正
す
る

条
例
案
新

旧
対
照
表
 

（
議

案
第
７
０
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
・
２
 
略
 

１
・

２
 
略
 

３
 
当
分
の
間
、
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す

る
延
滞
金
の
年
1
4
.
6
パ
ー
セ

ン
ト
の

割
合
及

び
年
7
.
3
パ
ー
セ
ン
ト

の
割

合
は
、

同
項
の
規
定

に
か

か
わ
ら
ず
、

各
年
の
延

滞
金

特

例
基
準
割
合
（
平
均
貸
付

割
合
（

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
3
2
年

法
律
第

2
6号

）
第

93

条
第
２
項
に
規

定
す
る
平
均
貸
付

割
合
を
い
う
。
）
に
年
１
パ
ー

セ
ン
ト
の
割

合
を
加

算
し
た
割
合

を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ

。
）

が
年
7
.
3
パ

ー
セ

ン
ト
の
割

合
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
そ
の

年
中
に
お
い
て
は

、
年
1
4
.
6
パ
ー
セ
ン

ト
の
割

合
に

あ
っ
て
は
そ

の
年
に
お
け

る
延
滞
金
特

例
基
準
割
合

に
年

7
.
3
パ
ー
セ

ン
ト

の
割
合
を

加
算
し
た
割

合
と
し
、
年
7
.
3
パ
ー

セ
ン
ト
の
割

合
に
あ

っ
て
は
当

該
延
滞
金

特
例

基

準
割

合
に

年
１

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
（

当
該

加
算

し
た

割
合

が
年

7
.
3
パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合

を
超
え
る
場
合

に
は
、
年
7
.
3
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

）
と
す

る
。 

３
 

当
分
の

間
、
第
２
条
第
１
項

に
規
定
す
る
延
滞

金
の
年
1
4
.
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
及

び
年
7
.
3
パ
ー
セ

ン
ト

の
割

合
は
、
同

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
各
年

の
特
例

基
準

割
合
（
当
該

年
の
前

年
に

租
税

特
別
措
置
法
（

昭
和
3
2
年
法
律
第

2
6号

）
第
9
3
条
第
２

項
の

規
定

に
よ

り
告

示
さ

れ
た

割
合

に
年

１
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

を
い
う

。
以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同
じ
。

）
が
年

7
.
3
パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合

に
満
た
な

い
場
合

に
は
、
そ

の
年
（
以
下
こ

の
項
に

お
い
て
「
特
例
基

準
割

合
適
用

年
」
と
い

う
。
）

中
に
お

い
て
は
、
年

1
4
.6
パ
ー

セ
ン

ト
の
割

合
に

あ
っ
て
は

当
該
特
例

基
準
割
合
適

用

年
に
お

け
る
特

例
基

準
割

合
に

年
7
.
3
パ

ー
セ
ン

ト
の

割
合

を
加
算

し
た
割

合
と
し
、

年
7
.
3
パ

ー
セ
ン

ト
の

割
合

に
あ
っ
て

は
当

該
特

例
基

準
割

合
に

年
１
パ

ー
セ
ン

ト
の

割
合
を

加
算
し

た
割

合
（

当
該

加
算
し
た

割
合
が

年
7
.
3
パ

ー
セ
ン

ト
の
割

合
を
超
え

る
場
合

に
は
、

年
7.
3
パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合

）
と

す
る
。
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知
立
市

税
条
例

の
一
部

を
改
正

す
る
条
例
案
新
旧

対
照
表
 

（
議

案
第
７
１
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

 
 
 
附
 
則
 

 
 

 
附
 

則
 

（
法
人
税
割
の

税
率
の
特
例
）
 

（
法
人

税
割
の

税
率
の

特
例
）
 

第
2
2
条
 

平
成

1
8
年

３
月

31
日

か
ら

令
和

８
年
３

月
30

日
ま

で
の

間
に

終
了

す
る

各
事

業
年

度
又

は
各

計
算

期
間

に
お

け
る

法
人

税
割

の
税

率
及

び
同

期
間

内
に

お
け

る
解

散
又
は
合
併
に

よ
る
清
算
所
得
に

対
す
る
法
人
税

額
に
係
る
法
人

税
割

の
税
率

は
、
第

3
3
条
の
４
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず

、
1
0
0分

の
8
.4
と
す
る
。
 

第
2
2
条

 
平

成
1
8
年

３
月

31
日

か
ら

令
和

３
年

３
月

30
日

ま
で

の
間

に
終

了
す

る
各

事

業
年
度
、
各
連
結
事

業
年

度
又

は
各

計
算
期

間
に

お
け
る
法

人
税
割
の

税
率
及
び
同

期

間
内

に
お

け
る

解
散

又
は

合
併

に
よ

る
清

算
所

得
に

対
す

る
法

人
税

額
に

係
る

法
人

税
割
の

税
率
は

、
第
3
3
条
の
４
の

規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
1
0
0
分
の
8
.4
と
す
る

。
 

２
 
資
本
金
等

の
額
（
法
第

2
9
2
条
第

１
項
第
４
号

の
２

に
規
定

す
る
資
本

金
等

の
額

を

い
う
。
次
項
及
び
第
４
項

に
お
い
て
同
じ

。
）
が
１
億
円
以
下
で

あ
る
法

人
、
資
本
金

の
額
若
し
く
は

出
資
金
の
額
を
有

し
な
い
法
人
（
保
険
業
法
に
規

定
す
る
相
互

会
社
を

除
く
。
）
又
は
法
人
で
な
い
社
団
若
し
く
は
財
団
で
代
表
者
若
し

く
は
管
理
人

の
定
め

の
あ
る
も
の
に

対
す
る
各
事
業
年

度
又
は
各
計
算

期
間
に
お
け
る

法
人

税
割
額

は
、
前

項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
前
項

の
規
定
を
適
用

し
て
計
算
し
た

法
人

税
割
額

か
ら
、

当
該

法
人

税
割

額
に

8
.
4
分

の
2
.
4
の

率
を

乗
じ

て
得

た
額

に
相

当
す

る
額

を
控

除
し

た
金
額
と
す
る

。
 

２
 

資
本

金
等
の

額
（

法
第

2
9
2
条
第
１

項
第

４
号

の
５

に
規
定

す
る
資

本
金
等

の
額

を

い
う
。
次

項
及
び

第
４
項

に
お

い
て
同
じ
。
）
が
１
億

円
以

下
で
あ
る

法
人
、
資
本
金

の
額
若

し
く
は

出
資
金

の
額
を
有

し
な
い

法
人
（
保
険
業
法
に

規
定
す
る
相
互
会
社

を

除
く
。
）
又
は
法

人
で
な
い
社
団
若

し
く

は
財
団
で

代
表
者

若
し
く
は
管
理
人
の

定
め

の
あ
る

も
の
に

対
す
る

各
事
業
年

度
、
各
連
結

事
業
年
度
又
は

各
計
算
期
間
に
お
け

る

法
人
税

割
額
は

、
前
項
の
規

定
に

か
か
わ

ら
ず
、
前
項

の
規

定
を
適
用
し

て
計

算
し
た

法
人
税

割
額
か

ら
、
当
該

法
人

税
割

額
に
8
.
4
分
の
2
.
4の

率
を

乗
じ
て

得
た
額
に

相
当

す
る
額

を
控
除

し
た
金

額
と
す
る

。
 

３
 
前
項
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合

に
お
い
て
、
資
本
金
等
の

額
が
１
億

円
以
下

で
あ
る

か
ど
う
か
の

判
定
は
、
各

事
業
年
度
又

は
各
計
算
期

間
の

終
了
の

日
（
法
第

3
2
1
条
の

８
第
１
項
前
段

の
規
定
（
法
人
税

法
第
71
条
第
１
項
（

同
法
第

7
2
条
第
１

項
の
規

定
が

適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む

。
）
、
第
8
8
条
（
同
法
第

1
4
5
条
の
５
に

お
い
て
準

用
す

る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第

1
44
条
の

３
第
１
項
（

同
法
第
14
4
条
の

４
第
１
項
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
場

合
を
含
む
。
）
の

規
定
が
適
用
さ
れ

る
場
合

に
限
る
。
）
に
よ
り

申
告

納
付
す
べ
き
法

人
の
市
民
税
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
事
業
年
度
開
始

の
日
か
ら
６

月
の
期

間
の
末
日
）
の
現

況
に
よ
り
、
法
人
が

解
散
又
は
合
併

し
た
場

合
に
お
け

る
清
算

中
の

各
事
業
年
度
又

は
各
計
算
期
間
の

法
人
の
市
民
税

に
あ
っ
て
は
、
そ
の

解
散
又

は
合
併

の
日
の
現
況
に

よ
る
。
 

３
 

前
項
の

規
定
を

適
用
す
る
場
合

に
お

い
て
、
資
本

金
等
の
額

が
１

億
円
以

下
で
あ
る

か
ど
う

か
の
判

定
は
、
各
事

業
年
度

、
各
連
結

事
業

年
度
又
は

各
計
算
期
間
の
終
了
の

日
（
法

第
3
2
1
条

の
８

第
１

項
前
段
の

規
定

（
法

人
税

法
第

7
1
条
第

１
項
、

第
7
2
条

第

１
項
（

同
法
第

1
4
5
条

に
お

い
て
こ
れ

ら
の

規
定

を
準

用
す

る
場

合
を
含

む
。
）

又
は

第
8
8
条

の
規
定

が
適
用

さ
れ
る
場

合
に
限

る
。
）
に
よ
り
申
告

納
付
す
べ
き
法
人
の

市

民
税
に

あ
っ
て

は
、
そ

の
事

業
年
度

開
始

の
日
か

ら
６
月
の
期
間

の
末

日
）
の
現

況
に

よ
り
、
法

人
が
解

散
又
は
合
併
し
た

場
合

に
お
け
る

清
算
中

の
各
事
業
年
度
又
は

各
計

算
期
間

の
法
人

の
市
民

税
に
あ
っ

て
は
、

そ
の
解
散
又
は
合
併

の
日
の
現
況
に
よ

る
。
 

４
 
略
 

４
 

略
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知
立
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に

関
す
る

基
準
を
定

め
る

条
例
の

一
部

を
改
正
す
る

条
例
案
新

旧
対

照
表
 

（
議

案
第
７
２
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
定
義
）
 

（
定
義

）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例

に
お
い
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該

各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
２

条
 
こ

の
条
例

に
お
い
て
、
次
の

各
号
に

掲
げ

る
用
語
の

意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該

各
号
に

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
2
2)
 

略
  

(
１
)
～

(
2
2)
 

略
 

(
2
3
)
 

特
定

地
域

型
保

育
事

業
 

法
第

4
3
条

第
２

項
に

規
定

す
る

特
定

地
域

型
保

育

事
業
を
い
う
。
 

(
2
3
)
 

特
定

地
域

型
保

育
事

業
 

法
第

4
3
条

第
３

項
に

規
定

す
る

特
定

地
域

型
保

育

事
業

を
い
う

。
 

(
2
4
)
～
(
2
9)
 

略
 

(
2
4
)
～

(
2
9)
 

略
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知
立
市
国
民
健

康
保
険

税
条
例

の
一
部

を
改
正
す

る
条
例
案
新
旧
対
照
表
 

（
議

案
第
７
３
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

（
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
）
 

（
国
民

健
康
保

険
税
の

減
額
）
 

第
2
3
条
 

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

掲
げ

る
国

民
健

康
保

険
税

の
納

税
義

務
者

に
対
し

て
課
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
額

は
、
第

２
条
第
２
項
本
文
の
基

礎
課

税
額
か

ら
ア
及

び
イ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得

た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額

が
61
万
円
を

超
え
る

場
合
に
は
、
6
1万

円
）
、
同
条
第
３
項
本

文
の
後
期
高
齢
者
支
援

金
等

課
税
額

か
ら
ウ

及
び
エ
に
掲
げ

る
額
を
減
額
し
て

得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た

額
が

1
9
万
円

を
超
え

る
場
合
に
は
、
1
9
万
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納

付
金
課
税
額
か
ら
オ

及

び
カ
に
掲
げ
る

額
を
減
額
し
て
得

た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額

が
16
万
円
を

超
え
る

場
合
に
は
、
1
6
万
円
）
の
合
算
額

と
す
る
。
 

第
2
3
条

 
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
掲

げ
る

国
民

健
康

保
険

税
の

納
税

義
務

者
に

対
し

て
課
す

る
国
民

健
康
保

険
税
の
額

は
、
第
２
条

第
２
項
本
文
の

基
礎
課
税
額
か
ら
ア

及

び
イ
に

掲
げ
る

額
を
減

額
し
て
得

た
額
（
当
該

減
額
し
て
得
た

額
が
61
万
円
を
超

え
る

場
合
に

は
、
6
1万

円
）
、
同
条

第
３

項
本
文

の
後

期
高
齢
者

支
援
金
等

課
税
額
か
ら

ウ

及
び
エ

に
掲
げ

る
額
を

減
額
し
て

得
た
額
（
当

該
減
額
し
て
得

た
額
が
1
9
万
円
を

超
え

る
場
合

に
は
、
1
9
万
円
）
並
び
に

同
条
第
４

項
本

文
の
介
護
納
付

金
課

税
額
か

ら
オ
及

び
カ
に

掲
げ
る

額
を
減

額
し
て
得

た
額
（
当
該

減
額
し
て
得
た

額
が
16
万
円
を
超

え
る

場
合
に

は
、
1
6
万
円
）

の
合
算
額

と
す
る

。
 

(
１

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務

者
並
び
に
そ
の

世
帯
に
属
す
る
国

民
健

康
保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

の
う

ち
給

与
所

得
を

有
す

る
者

（
前

年
中

に
法

第

7
0
3
条
の

５
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に

係
る
所
得
税
法
（
昭
和

40
年
法
律
第
3
3号

）

第
2
8
条

第
１

項
に

規
定

す
る

給
与

所
得

に
つ

い
て

同
条

第
３

項
に

規
定

す
る

給
与

所
得
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
同
条

第
１
項
に
規
定
す
る
給

与
等
の

収
入
金

額

が
5
5
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て

同
じ
。
）
の

数
及
び
公
的
年

金
等
に

係
る

所
得
を
有
す

る
者
（
前

年
中

に
法
第

7
0
3
条

の
５
に

規

定
す

る
総

所
得

金
額

に
係

る
所

得
税

法
第

3
5
条

第
３

項
に

規
定

す
る

公
的

年
金

等

に
係

る
所

得
に

つ
い

て
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

控
除

額
の

控
除

を

受
け
た
者
（
年
齢
6
5
歳
未

満
の
者
に
あ
っ

て
は
当
該
公
的
年

金
等

の
収
入

金
額

が
6
0

万
円
を
超
え
る
者
に
限
り
、
年
齢
6
5
歳
以

上
の
者
に
あ
っ
て

は
当

該
公
的

年
金

等
の

収
入
金
額
が
1
1
0
万
円

を
超

え
る
者

に
限
る
。
）
を

い
い

、
給
与
所

得
を

有
す
る

者

を
除
く
。
）
の
数

の
合
計
数
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
給

与
所
得
者

等
の
数

」
と

い
う
。
）
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
4
3
万
円
に
当
該
給

与
所
得
者

等
の
数

か

ら
１
を
減
じ
た
数
に
1
0
万
円
を
乗

じ
て
得
た
金
額
を

加
算
し
た

金
額
）
を
超
え

な
い

世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
 

(
１

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、

3
3
万
円

を
超
え
な
い
世
帯

に
係

る
納

税
義
務
者
 

－5－



2
/
4
 

改
正
後
 

改
正

前
 

ア
～
カ
 
略
 

ア
～

カ
 
略
 

(
２

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務

者
並
び
に
そ
の

世
帯
に
属
す
る
国

民
健

康
保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

の
う

ち
給

与
所

得
者

等
の

数
が

２
以

上
の

場
合

に

あ
っ
て
は
、
4
3万

円
に
当

該
給
与
所
得
者
等

の
数
か
ら
１
を
減

じ
た
数
に

1
0万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金

額
）
に

被
保
険
者
及
び
特
定
同

一
世
帯

所
属
者

１

人
に

つ
き

28
万

5
,
00
0
円
を
加
算

し
た
金
額
を
超

え
な
い
世
帯

に
係
る
納

税
義

務
者

（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

）
 

(
２

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、

3
3
万

円
に
被

保
険
者

及
び
特

定
同

一
世
帯

所
属

者
１
人

に
つ

き
28
万

5
,
00
0
円

を
加

算
し
た

金
額
を
超
え
な
い

世
帯

に
係

る
納
税
義

務
者
（

前
号
に

該
当
す

る
者
を

除
く

。
）
 

ア
～
カ
 
略
 

ア
～

カ
 
略
 

(
３

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務

者
並
び
に
そ
の

世
帯
に
属
す
る
国

民
健

康
保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

の
う

ち
給

与
所

得
者

等
の

数
が

２
以

上
の

場
合

に

あ
っ
て
は
、
4
3万

円
に
当

該
給
与
所
得
者
等

の
数
か
ら
１
を
減

じ
た
数
に

1
0万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金

額
）
に

被
保
険
者
及
び
特
定
同

一
世
帯

所
属
者

１

人
に
つ
き
52
万
円
を
加
算
し
た
金

額
を
超
え
な
い
世

帯
に
係
る

納
税
義

務
者
（

前
２

号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

(
３

)
 

法
第

7
0
3
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

算
額

が
、
3
3万

円
に
被

保
険
者

及
び

特
定
同
一
世
帯
所
属

者
１
人

に
つ
き

52
万

円
を

加
算

し
た

金
額

を
超

え
な

い
世

帯
に

係
る

納
税

義
務

者
（

前
２

号
に

該
当

す
る

者
を

除

く
。

）
 

ア
～
カ
 
略
 

ア
～

カ
 
略
 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
・
２
 
略
 

１
・

２
 
略
 

（
公
的
年
金
等

に
係
る
所
得
に
係

る
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
の

特
例

）
 

（
公
的

年
金
等

に
係
る

所
得
に
係

る
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税

の
特
例
）
 

３
 
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に

属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
被

保
険
者

若
し
く

は
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に

所
得
税
法
第
3
5条

第
３

項
に

規
定
す

る
公
的

年
金
等
に
係
る

所
得
に
つ
い
て
同

条
第
４
項
に
規

定
す
る
公
的
年

金
等

控
除
額
（
年
齢

6
5
歳
以
上
の
者

に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
控
除
を
受
け
た
場
合

に
お
け
る
第

2
3
条
の

規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は

、
同
条
中
「

法
第
7
0
3
条
の
５

に
規
定
す

る
総
所
得

金
額

及

び
山
林
所
得

金
額
」
と
あ

る
の
は
「
法

第
7
0
3
条
の
５
に

規
定
す
る

総
所
得
金

額
（

所

得
税
法
第
35
条

第
３
項
に
規
定
す

る
公
的
年
金
等

に
係
る
所
得
に

つ
い

て
は
、
同
条
第

２
項

第
１

号
の

規
定

に
よ

っ
て

計
算

し
た

金
額

か
ら

15
万

円
を

控
除

し
た

金
額

に
よ

３
 

当
分
の

間
、
世
帯
主
又
は
そ

の
世
帯
に
属
す
る

国
民
健
康

保
険
の
被

保
険

者
若
し
く

は
特
定

同
一
世

帯
所
属

者
が
、
前

年
中

に
所
得
税
法
（

昭
和

4
0
年
法
律
第

3
3号

）
第

3
5

条
第

３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

つ
い

て
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
公
的

年
金
等

控
除
額
（

年
齢

6
5
歳

以
上
の

者
に

係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
控
除
を
受

け
た
場

合
に
お

け
る

第
2
3
条

の
規

定
の
適

用
に
つ

い
て

は
、
同

条
中
「

法
第
7
0
3
条
の

５
に
規

定
す
る

総
所

得
金

額
」

と
あ
る
の

は
、
「

法
第
7
0
3
条
の
５

に
規
定

す
る

総
所

得
金
額
（

所
得
税

法
第
35
条
第
３
項

に
規

定
す
る
公

的
年
金

等
に
係
る
所
得
に
つ

い
て

は
、
同
条
第
２
項
第

１
号

の
規

定
に

よ
っ
て

計
算

し
た
金
額

か
ら
1
5万

円
を
控
除
し

た

－6－



3
/
4
 

改
正
後
 

改
正

前
 

る
も

の
と

す
る

。
）

及
び

山
林

所
得

金
額

」
と

、
「

11
0
万

円
」

と
あ

る
の

は
「

12
5

万
円
」
と
す
る

。
 

金
額
に

よ
る
も

の
と
す

る
。
）
」

と
す
る

。
 

４
 
略
 

４
 

略
 

（
長
期
譲
渡
所

得
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
課

税
の
特
例
）
 

（
長
期

譲
渡
所

得
に
係

る
国
民
健

康
保
険

税
の
課
税
の
特
例
）
 

５
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く
は

特
定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
3
4
条

第
４

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る

場
合

に
お

け
る

第

３
条
、
第
６

条
、
第
８
条

及
び
第
2
3
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
３

条
第
１
項

中
「
及
び
山

林
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る

の
は
「
及

び
山
林
所

得
金
額
並
び
に

法
附
則
第
34
条
第

４
項
に
規
定
す

る
長
期
譲
渡
所

得
の

金
額
（

租
税
特

別
措
置
法
（

昭
和
3
2
年
法
律
第

2
6
号
）
第

3
3条

の
４
第
１
項
若
し

く
は

第
２
項

、
第
3
4

条
第

１
項

、
第

34
条

の
２

第
１

項
、

第
3
4
条

の
３

第
１

項
、

第
3
5
条

第
１

項
、

第
3
5

条
の
２
第
１
項

、
第
3
5
条
の
３
第

１
項
又
は
第
36
条
の
規
定
に
該

当
す

る
場
合

に
は
、

こ
れ

ら
の

規
定

の
適

用
に

よ
り

同
法

第
3
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の

金
額
か
ら
控
除

す
る
金
額
を
控
除

し
た
金
額
。
以
下
こ

の
項
に

お
い
て
「
控

除
後
の
長

期
譲
渡
所
得

の
金
額
」
と

い
う
。
）
の

合
計
額
か
ら

法
第

3
1
4
条
の
２

第
２

項
」
と
、

「
及
び
山
林
所

得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ

る
の
は
「
及
び
山
林

所
得

金
額
並

び
に
控

除
後
の
長
期
譲

渡
所
得
の
金
額
の

合
計
額
（

」
と
、
同
条
第
２
項

中
「
又
は

山
林
所

得

金
額
」
と
あ
る
の

は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第

3
4条

第
４
項

に
規
定

す
る
長
期
譲
渡

所
得
の
金
額
」
と
、
第
2
3条

中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は

「
及

び
山

林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

34
条

第
４

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の
金
額
」
と
す

る
。
 

５
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く
は

特
定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
3
4
条

第
４

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る

場
合

に
お

け
る

第

３
条
、
第
６

条
、
第
８

条
及
び
第

2
3
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
３
条
第
１
項

中
「

及
び
山

林
所
得

金
額

の
合

計
額
か
ら
同

条
第

２
項
」
と
あ

る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金
額

並
び
に

法
附
則

第
34
条
第

４
項
に

規
定
す
る
長
期
譲
渡

所
得
の
金
額
（
租
税

特

別
措
置

法
（

昭
和
3
2
年
法

律
第

2
6
号
）
第

3
3条

の
４
第

１
項
若
し

く
は
第

２
項

、
第
3
4

条
第

１
項

、
第

34
条

の
２

第
１

項
、

第
3
4
条

の
３

第
１

項
、

第
3
5
条

第
１

項
、

第
3
5

条
の
２

第
１
項

又
は
第

3
6条

の
規

定
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
規

定
の
適

用

に
よ

り
同

法
第

31
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の
金

額
か

ら
控

除
す

る
金

額
を
控

除
し
た

金
額
。

以
下
こ
の

項
に
お

い
て
「
控
除
後
の
長

期
譲
渡
所
得
の
金

額
」

と
い
う

。
）
の

合
計

額
か

ら
法

第
3
1
4
条

の
２
第

２
項

」
と

、
「
及

び
山
林

所
得
金
額

の
合
計

額
（
」
と

あ
る

の
は
「

及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
控

除
後
の
長
期
譲
渡

所
得

の
金
額

の
合
計

額
（
」
と
、
同

条
第
２
項
中
「
又

は
山

林
所
得
金

額
」
と

あ
る
の
は
「
若

し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
3
4
条

第
４

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の

金
額
」
と
、
第
2
3
条
中
「

及
び

山
林

所
得

金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
山
林

所
得
金
額

並
び
に

法
附
則

第
34
条

第
４
項
に

規
定
す

る
長
期
譲
渡
所
得
の

金
額
」
と
す
る
。
 

（
短
期
譲
渡
所

得
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
課

税
の
特
例
）
 

（
短
期

譲
渡
所

得
に
係

る
国
民
健

康
保
険

税
の
課
税
の
特
例
）
 

６
 
前
項
の
規
定
は

、
世

帯
主
又
は
そ
の

世
帯
に
属
す
る
国

民
健
康
保
険

の
被
保

険
者
若

し
く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
3
5
条

第
５

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る

場

合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、

前
項
中
「
法
附

則
第

3
4
条
第

４
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第

3
5条

第
５
項
」
と
、
「
長
期
譲
渡
所
得

の
金
額

」
と
あ

る
の

は
「

短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
、
「

、
第
3
5
条
の
２
第
１
項
、
第
3
5
条
の
３
第
１

項

又
は
第
3
6条

」
と
あ
る
の

は
「

又
は
第
3
6
条
」
と
、
「
第
3
1
条
第
１
項
」
と

あ
る
の

は

６
 

前
項
の

規
定
は

、
世

帯
主

又
は
そ
の
世

帯
に

属
す
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
若

し
く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
3
5
条

第
５

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る

場

合
に
つ

い
て
準

用
す
る

。
こ
の
場

合
に
お

い
て
、
前
項
中
「
法

附
則
第
3
4
条
第
４

項
」

と
あ
る

の
は
「
法

附
則
第

3
5条

第
５
項
」
と

、
「
長
期

譲
渡

所
得
の
金

額
」
と
あ
る
の

は
「
短
期
譲
渡
所

得
の
金
額
」
と
、
「

、
第
3
5
条
の

２
第
１
項

又
は
第

3
6
条
」
と
あ
る

の
は
「
又
は
第

3
6条

」
と

、
「
第
3
1
条
第

１
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
3
2
条
第
１
項
」
と
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改
正
後
 

改
正

前
 

「
第
3
2
条
第
１

項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る

。
 

読
み
替

え
る
も

の
と
す

る
。
 

７
～
1
5
 
略
 

７
～

1
5
 
略
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（議案第７４号、参考資料） 

知立市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例施行規則 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、知立市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する

条例（令和２年知立市条例第  号。以下「条例」という。）の施行に関し必要

な事項を定めるものとする。 

（条例第３条第１項第２号の市長が指定する土地の区域） 

第２条 条例第３条第１項第２号の市長が指定する土地の区域は、別表に定める区

域とする。 

 （条例第３条第１項第５号等の市長が定める幅員等） 

第３条 条例第３条第１項第５号及び第６号並びに第４条第５号及び第６号の市長

が定める幅員は、９メートル（条例第３条第１項第４号に規定する予定建築物及

び第４条に規定する新築等を行う建築物（以下「予定建築物等」という。）の敷

地面積が１ヘクタール未満で、かつ周辺敷地の開発に影響がないと認められる場

合にあっては、６メートル）以上（以下「基準幅員」という。）とする。 

２ 道路等の整備について必要な事項は、道路管理者等と協議し、その同意を得な

ければならない。 

（条例第３条第１項第６号等の市長が定める基準等） 

第４条 条例第３条第１項第６号及び第４条第６号の市長が定める基準は、道路の

中心線から基準幅員の２分の１の水平距離とする。ただし、当該道路が当該距離

未満で水路等の既存工作物及び指定区域等の境界に沿う場合においては、当該工

作物との境界等から道路側に基準幅員分の水平距離とする。 

２ 道路等の整備について必要な事項は、道路管理者等と協議し、その同意を得な

ければならない。 

（条例第３条第１項第８号等の市長が認める安全上及び避難上の対策） 

第５条 条例第３条第１項第８号及び第４条第８号に規定する市長が認める安全上

及び避難上の対策とは、３メートル以上の浸水が想定される場所において、施設

の従業員等が安全に避難できる避難施設等が備えてあることをいう。 

   附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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別表（第２条関係） 

・西町地区 

・上重原地区 

・西中地区 
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知
立
市
附
属
機
関
の

設
置
に
関

す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

新
旧
対
照

表
 

（
議

案
第
７
５
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

別
表
（
第
２

条
－
第
４
条
関
係

）
 

別
表

（
第
２

条
－
第

４
条
関
係
）
 

 
執

行

機
関

名
称
 

担
任
事
務
 

委
員

定
数

委
員
構

成
 

委
員

任
期
  

 
執
行

機
関

名
称
 

担
任

事
務
 

委
員

定
数

委
員
構

成
 

委
員

任
期
  

 
市

長
略

 
 

 
市
長

略
 

 

 
 

知
立
市
総

合
公
共
交

通
会
議
 

(
１
)
 
地
域
の

実
情
に

即
し
た
輸
送

サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に

必
要
と

な
る
事
項
を

調
査
審

議
す
る
こ
と

。
 

(
２
)
 
地
域
公

共
交
通

の
活
性
化
及

び
再
生

に
関
す
る
法

律
（
平

成

1
9
年
法
律
第

5
9
号
）
第

５
条
第
１
項

の
規
定

に
基
づ
く
地

域
公
共

交
通
計
画
に

関
し
必

要
な
事
項
を

調
査
審

議
す
る
こ
と

。
 

略
 

 
 

 
 

 
知
立

市
総

合
公

共
交

通
会

議
 

(
１
)
 
地
域
の
実
情
に

即
し

た
輸
送
サ

ー
ビ

ス
の

実
現
に
必

要
と

な
る

事
項
を
調

査
審

議
す

る
こ
と
。
 

(
２
)
 
地
域
公
共
交
通

の
活

性
化
及
び

再
生

に
関

す
る
法
律
（
平
成

1
9
年

法
律
第
5
9
号
）
第

５
条

第
１
項
の

規
定

に
基

づ
く
地
域

公
共

交
通

網
形
成
計

画
に

関
し

必
要
な
事

項
を

調
査

審
議
す
る

こ
と
。

略
 

 
 

 

 
略

 
 

 
略
 

 

 
略
 

 
 

略
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知
立

市
都
市
計
画
下

水
道
事
業
受

益
者
負

担
に
関

す
る
条
例

の
一

部
を
改

正
す
る

条
例
案
新

旧
対
照

表
 

（
議

案
第
７
６
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
・
２
 
略
 

１
・

２
 
略
 

（
延
滞
金
及
び

還
付
加
算
金
の
割

合
等
の
特
例
）
 

（
延
滞

金
及
び

還
付
加

算
金
の
割

合
等
の

特
例
）
 

３
 
当
分
の
間
、
第
1
3条

第
１
項
に
規
定
す

る
延
滞
金
の
年
1
4
.
5
パ
ー
セ

ン
ト
の

割
合
及

び
年
7
.
2
5パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
は

、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ

ら
ず
、
各
年
の

延
滞
金

特

例
基
準
割
合
（
平
均
貸
付

割
合
（

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
3
2
年

法
律
第

2
6号

）
第

93

条
第
２
項
に
規

定
す
る
平
均
貸
付

割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
年
１
パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
を
加
算

し
た
割
合
を
い
う

。
以
下
同
じ

。
）
が
年

7.
2
5
パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
に

満
た
な
い
場
合

に
は
、
そ
の
年
中

に
お
い
て
は
、
年
1
4
.
5パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
あ
っ

て
は

そ
の

年
に

お
け

る
延

滞
金

特
例

基
準

割
合

に
年

7.
2
5
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を
加

算
し
た
割
合
と

し
、
年

7.
2
5パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
に
あ
っ
て
は
当

該
延

滞
金
特

例
基
準

割
合
に
年
１
パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合

を
加
算
し
た
割

合
（
当
該
加
算

し
た
割
合
が

年
7
.
2
5

パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
を
超
え
る
場

合
に
は
、
年
7.
2
5
パ
ー
セ
ン
ト

の
割

合
）
と

す
る
。
 

３
 

当
分
の

間
、
第
1
3条

第
１
項

に
規
定
す
る
延
滞

金
の
年
1
4
.
5
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
及

び
年
7
.
2
5パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
は

、
同

項
の

規
定
に
か

か
わ

ら
ず
、
各
年
の

特
例
基

準

割
合
（
当
該

年
の
前

年
に

租
税

特
別
措
置
法
（

昭
和
3
2
年
法
律
第

2
6号

）
第
9
3
条
第
２

項
の

規
定

に
よ

り
告

示
さ

れ
た

割
合

に
年

１
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

を
い
う

。
以
下
同

じ
。
）
が
年

7
.
2
5
パ
ー
セ

ン
ト

の
割
合
に
満

た
な
い

場
合
に
は
、
そ

の
年
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
特
例
基

準
割

合
適
用
年
」
と
い
う
。
）
中
に
お
い
て

は
、
年

14
.
5
パ
ー
セ

ン
ト

の
割

合
に

あ
っ
て

は
当

該
特
例
基

準
割
合
適

用
年
に
お
け

る

特
例
基

準
割
合

に
年
7
.
2
5パ

ー
セ

ン
ト
の

割
合
を
加
算
し
た
割

合
と
し
、
年

7
.
2
5
パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ

っ
て

は
当

該
特

例
基

準
割

合
に

年
１

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し
た

割
合
（
当
該

加
算

し
た

割
合

が
年
7
.
2
5パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
を
超
え
る
場

合
に

は
、
年

7
.
25
パ

ー
セ
ン

ト
の
割
合

）
と
す

る
。
 

４
 
当
分
の
間

、
各
年
の
還

付
加
算
金
特
例

基
準
割
合
（

平
均

貸
付
割
合

に
年
0
.
5
パ

ー

セ
ン
ト
の
割
合

を
加
算
し
た
割
合

を
い
う
。
）
が
年
7.
2
5パ

ー
セ

ン
ト
の
割
合

に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
第
1
4条

第
２
項
に
規
定

す
る
還
付
加
算
金
の
計

算
の

基
礎
と

な
る
期

間
で

あ
っ

て
そ

の
年

に
含

ま
れ

る
期

間
に

対
応

す
る

還
付

加
算

金
に

つ
い

て
の

同
項

の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
年
7
.
2
5
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合

」
と
あ
る
の
は

、

「
附
則
第
４
項

に
規
定
す
る
還
付

加
算
金
特
例
基

準
割
合
」
と
す

る
。
 

４
 

当
分
の

間
、
各
年
の
特
例
基

準
割
合
が
年

7.
2
5
パ
ー
セ

ン
ト
の
割
合
に
満
た
な

い
場

合
に
は
、
第
1
4条

第
２
項

に
規

定
す

る
還
付

加
算

金
の
計
算

の
基
礎
と

な
る
期
間
で

あ

っ
て

そ
の

年
に

含
ま

れ
る

期
間

に
対

応
す

る
還

付
加

算
金

に
つ

い
て

の
同

項
の

規
定

の
適
用

に
つ
い

て
は
、
同

項
中
「
年
7
.
2
5パ

ー
セ
ン
ト

の
割

合
」
と

あ
る
の

は
、
「
附

則
第
３

項
に
規

定
す
る

特
例
基
準

割
合
」

と
す
る
。
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知
立
市

体
育

施
設
条

例
の
一

部
を
改

正
す
る

条
例
案

新
旧
対
照
表
 

（
議

案
第
７
７
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

別
表
第

１
（
第
８
条
関

係
）
 

別
表

第
１
（

第
８
条

関
係
）
 

市
民
体
育
館

使
用
料
 

市
民

体
育
館
使

用
料
 

   

区
分
 

金
額
 

 
 

区
分
 

金
額
 

 

 

（
午

前
）
 

午
前
９
時
～

正
午
 

（
午
後
）
 

午
後
１
時
 

～
午

後
５
時
 

（
夜
間
）
 

午
後
５
時

30

分
 

～
午
後
９
時

3
0
分
 

（
全
日

）
 

午
前
９

時
 

～
午
後
９
時

3
0
分
 

 
 

（
午
前

）
 

午
前
９
時
～

正
午
 

（
午

後
）
 

午
後

１
時
 

～
午

後
５
時
 

（
夜
間

）
 

午
後
５

時
30

分
 

～
午
後

９
時

3
0
分
 

（
全
日

）
 

午
前
９

時
 

～
午

後
９
時

3
0
分
 

 

 
 

円
 

円
 

円
 

円
 
 

 
 

円
 

円
 

円
 

円
 
 

 
略
 

 
 

略
 

 

 
会
議
室
 

1
,
2
0
0 

1
,
8
5
0 

2
,
4
5
0 

5
,
0
0
0 

 
 

会
議

室
 

5
1
0
 

7
7
0
 

1
,
0
3
0 

2
,
0
8
0 
 

 
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
場
（
１
人
に
つ
き
）
 
１
か

月
券
 
2
,
20
0
円
 

 
 

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
場
（

１
人
に
つ

き
）
 
１
か

月
券

 
1
,
30
0
円
 

 

備
考
 

備
考
 

 
１

～
７
 
略
 

 
１
～

７
 
略
 

８
 
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
は
、
大
人

に
限
り
利
用
で

き
る
も
の
と

し
、
入
場

か
ら

退
場

ま
で
を

１
回
と
し
て
、
１
人
１
回
に
つ
き

2
0
0
円
と

す
る
。

 

９
 
会
議
室

の
使
用
料
は
、
市
民

体
育
館
の
会
議

室
以
外
の
施

設
と
同
時

に
会

議
室

を
利
用

す
る
と
き
は
、
当
該
使
用
料
の
２

分
の
１
相
当
額
と

す
る
。
 

８
 

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
は
、
大
人
に

限
り

利
用
で

き
る
も
の

と
し
、
入
場
か

ら
退
場

ま
で
を

１
回
と
し
て
、

１
人
１
回

に
つ

き
1
2
0
円
と
す
る
。
 

別
表
第

２
（
第
８
条
関

係
）
 

別
表

第
２
（

第
８
条

関
係
）
 

市
民
体
育
館

附
属
設
備
等
使
用

料
 

市
民

体
育
館
附

属
設

備
等
使
用

料
 

 
区
分
 

単
位
 

金
額
 

 
 

区
分
 

単
位
 

金
額
 

 

 
 

 
円
 
 

 
 

 
円

 
 

 
略
 

 
 
 

 
略
 

 
 
 

 
空
調
設
備
（

剣
道
場
）
 

１
時
間
 

3
0
0
 
 

 
空
調

設
備
（

剣
道
場

）
 

１
時
間
 

3
0
0
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改
正
後
 

改
正

前
 

 
空
調
設
備
（

会
議
室
）
 

１
時
間
 

3
0
0
 
 

 
 

 
 
 

備
考
 

備
考
 

１
・
２
 
略
 

１
・

２
 
略

 
 

３
 
空
調
設

備
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
時

間
が
１

時
間

に
満
た

な
い
場

合

は
、
１

時
間
と
し
て
計
算
す
る
。
 

 

４
 
空
調
設

備
を
連
続
し
て
１
時
間
を
超
え

て
使
用
す
る
場
合

、
そ
の
１

時
間
を

超

え
る
部

分
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
20
分
（
2
0
分
に
満
た
な
い
場

合
は
、
2
0
分

と

す
る
。

）
ご
と
に
10
0
円
と
す
る

。
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1
/
1
 

愛
知
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当

組
合
規

約
の

一
部
を
変
更
す
る

規
約
案

新
旧
対
照

表
 

（
議

案
第
７
８
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正

前
 

別
表
第
１
（
第
２
条

関
係
）
 

別
表

第
１
（

第
２
条

関
係
）
 

 
知
立

市
 
尾
張
旭
市

 
高
浜
市
 
岩

倉
市
 
豊
明
市
 
日
進
市
 

田
原
市

 
愛
西

市
 

清
須
市
 
北
名

古
屋
市
 
弥
富

市
 
み
よ
し
市
 
あ
ま
市
 

長
久
手

市
 
東

郷
町

 
豊
山
町
 
大

口
町
 
扶
桑
町

 
大
治
町
 
蟹
江
町
 
飛
島

村
 
阿

久
比
町

 
南

知
多
町
 
美
浜

町
 
武
豊
町
 

幸
田
町
 
設
楽
町
 
東
栄
町

 
豊
根

村
 
海

部
南

部
水
道
企
業
団

 
東
部
知
多
衛

生
組
合
 
知
多
南
部
衛
生
組

合
 
尾

張
旭
市

長
久

手
市
衛
生
組
合

 
北
名
古
屋
水

道
企
業
団
 
北
設
広
域
事
務

組
合
 

海
部
東

部
消

防
組
合
 
尾
三

消
防
組
合
 
丹

羽
広
域
事
務
組
合
 
北
名
古

屋
衛
生

組
合
 

海
部

南
部
消
防
組
合

 
海
部
地
区
水

防
事
務
組
合
 
尾
三
衛
生
組

合
 
愛

知
中
部

水
道

企
業
団
 
知
多

南
部
消
防
組
合

 
五
条
広
域
事
務
組
合
 
海

部
地
区

急
病
診

療
所

組
合
 
衣
浦
東

部
広
域
連
合
 

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
 

 
 

知
立
市
 
尾
張
旭
市
 
高
浜
市

 
岩
倉
市

 
豊
明
市
 

日
進
市
 

田
原

市
 
愛
西

市
 
清
須
市
 
北
名
古
屋
市
 

弥
富
市
 
み

よ
し
市
 

あ
ま
市
 

長
久

手
市
 
東

郷
町
 
豊
山
町
 
大
口
町
 
扶

桑
町
 
大

治
町
 
蟹
江

町
 
飛
島

村
 

阿
久
比
町

 
南
知
多
町
 
美
浜
町
 
武
豊

町
 
幸
田

町
 
設
楽

町
 
東

栄
町
 
豊
根

村
 

海

部
南
部
水
道
企
業
団
 
東
部
知

多
衛
生
組
合
 
知

多
南
部
衛

生
組
合
 
尾

張
旭

市

長
久
手
市
衛
生
組
合
 
北
名
古

屋
水
道
企
業
団
 
尾

張
市
町

交
通
災
害
共

済
組
合

 
北
設
広
域
事
務
組
合
 
海
部

東
部
消
防
組
合
 
尾

三
消
防

組
合
 
丹
羽

広
域
事

務
組
合
 
北
名
古
屋
衛
生
組
合

 
海
部
南

部
消
防
組

合
 
海

部
地
区
水
防

事
務
組

合
 
尾
三
衛
生
組
合
 
愛
知
中

部
水
道
企
業
団
 
知

多
南
部

消
防
組
合
 

五
条
広

域
事
務
組
合
 
海
部
地
区
急
病

診
療
所
組
合
 
衣

浦
東
部
広

域
連
合
 
西

春
日

井

広
域
事
務
組
合
 

 

別
表
第
２
（
第
５
条

関
係
）
 

別
表

第
２
（

第
５
条

関
係
）
 

 
議

員
の

選
挙

区
 
定
数
 

選
挙
区
の
組
合

市
町
村
 

 
 

議
員

の

選
挙
区
 
定

数
 

選
挙
区
の
組
合

市
町

村
 

 

 
略
 

 
 

 
 

略
 

 
 

 

 
３
区
 

５
人
 

東
郷

町
 

豊
山

町
 

大
口

町
 

扶
桑

町
 

大
治

町
 

蟹
江

町
 

飛
島

村
 

阿
久

比
町

 
南

知
多

町
 

美
浜

町
 

武
豊

町
 

海
部

南
部

水
道

企
業

団
 

東
部

知
多

衛
生

組
合

 
知

多
南

部
衛

生
組

合
 

北
名

古
屋

水
道

企
業

団
 

海
部

東
部

消
防

組
合

 
尾

三
消

防
組

合
 

丹
羽

広
域

事
務

組
合

 
北

名
古

屋
衛

生
組

合
 

海
部

南
部

消
防

組
合

 
海

部
地

区
水

防
事

務
組

合
 

尾
三

衛
生

組
合

 
愛

知
中

部
水

道
企

業
団

 
知

多
南

部
消

防
組

合
 

五
条

広
域

事
務

組
合

 
海

部
地

区
急

病
診

療
所

組
合

 
西

春
日

井
広

域
事

務
組
合
 

 
 

３
区
 

５
人
 

東
郷

町
 

豊
山

町
 

大
口

町
 

扶
桑

町
 
大

治
町

 
蟹

江
町

 

飛
島

村
 

阿
久

比
町

 
南

知
多

町
 

美
浜
町

 
武

豊
町

 
海

部

南
部

水
道

企
業

団
 

東
部

知
多

衛
生

組
合
 

知
多

南
部

衛
生

組

合
 

北
名

古
屋

水
道

企
業

団
 

尾
張

市
町
交

通
災

害
共

済
組

合

 
海

部
東

部
消

防
組

合
 

尾
三

消
防

組
合
 

丹
羽

広
域

事
務

組

合
 

北
名

古
屋

衛
生

組
合

 
海

部
南

部
消
防

組
合

 
海

部
地

区

水
防

事
務

組
合

 
尾

三
衛

生
組

合
 

愛
知

中
部

水
道

企
業

団
 

知
多

南
部

消
防

組
合

 
五

条
広

域
事

務
組
合

 
海

部
地

区
急

病

診
療
所
組
合
 

西
春

日
井
広
域
事
務

組
合
 

 

 
略
 

 
 

 
 

略
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（

議
案

第
８

０
号

、
参

考
資

料
）

選
定

方
法

  
書

類
審

査
及

び
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

後
、

１
８

０
点

満
点

に
よ

る
点

数
化

に
よ

っ
て

比
較

評
価

を
行

い
、

  
納

入
予

定
額

そ
の

他
に

つ
い

て
審

議
を

行
い

、
総

合
的

な
評

価
に

よ
り

選
定

さ
れ

ま
し

た
。

 １
㈱

大
成

2
蔦

井
㈱

3
東

海
ラ

ジ
オ

放
送

㈱

令
　

和
　

2
　

年
　

度
　

指
　

定
　

管
　

理
　

者
　

評
　

価
　

結
　

果
　

一
　

覧
　

表

応
募

団
体

所
管

課
評

 価
  
点

(A
）

審
査

員
評

価
点

(B
）

総
合

評
価

点
市

へ
の

納
入

予
定

額
（
円

）

（
Ａ

＋
Ｂ

）
令

和
3
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

7
年

度
合

　
計

9
8

7
2

1
7
0

3
4
,2

0
0
,0

0
0

5
1
,4

8
0
,0

0
0

6
1
,3

2
0
,0

0
0

6
0
,8

4
0
,0

0
0

6
1
,6

8
0
,0

0
0

2
6
9
,5

2
0
,0

0
0

8
8

7
3

1
6
1

3
7
,0

0
0
,0

0
0

4
6
,0

0
0
,0

0
0

5
6
,0

0
0
,0

0
0

5
6
,0

0
0
,0

0
0

5
6
,0

0
0
,0

0
0

2
5
1
,0

0
0
,0

0
0

6
0

4
3

1
0
3

7
3
,0

0
0
,0

0
0

7
3
,0

0
0
,0

0
0

7
3
,0

0
0
,0

0
0

7
3
,0

0
0
,0

0
0

7
3
,0

0
0
,0

0
0

3
6
5
,0

0
0
,0

0
0
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（

議
案

第
８

０
号

、
参

考
資

料
）

令
 和

 ２
 年

 度
 指

 定
 管

 理
 者

 申
 請

 事
 業

 計
 画

 書
 抜

 粋
 （

 収
 支

 予
 算

 書
 ）

  
  

  
  
 

単
位

：
千

円

R
３

R
４

R
５

R
６

R
７

R
３

R
４

R
５

R
６

R
７

R
３

R
４

R
５

R
６

R
７

76
,5

0
0

98
,5

0
0

1
09

,5
00

1
09

,5
00

1
09

,5
00

82
,0

00
92

,0
00

10
5
,0

00
10

5
,0

00
10

5,
0
00

1
1
9,

00
0

1
1
9,

00
0

1
19

,0
0
0

1
19

,0
0
0

1
19

,0
0
0

5
00

5
00

5
00

5
00

50
0

40
0

40
0

4
0
0

4
0
0

4
,0

00
5
00

5
00

5
00

5
00

5
00

7
7
,0

0
0

9
9
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

8
2
,4

0
0

9
2
,4

0
0

1
0
5
,4

0
0

1
0
5
,4

0
0

1
0
9
,0

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

3
4
,2

0
0

5
1
,4

8
0

6
1
,3

2
0

6
0
,8

4
0

6
1
,6

8
0

3
7
,0

0
0

4
6
,0

0
0

5
6
,0

0
0

5
6
,0

0
0

5
6
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

人
件

費
・旅

費
0

0
0

0
0

5
,5

20
5
,5

20
5,

52
0

5,
52

0
5
,5

2
0

12
,0

0
0

12
,0

0
0

12
,0

00
12

,0
00

12
,0

00

需
用

費
7
,1

52
6
,9

38
6
,9

38
6
,9

38
6
,9

38
7
,5

83
7
,5

83
7,

5
83

7,
58

3
7,

58
3

6
,2

0
0

6
,2

0
0

6
,2

0
0

6
,2

00
6
,2

00

役
務

費
1
,0

29
9
97

1
,0

29
1
,0

29
1
,0

29
2
31

2
31

2
31

23
1

23
1

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
00

2
00

委
託

料
17

,2
51

19
,1

43
19

,5
52

19
,9

88
20

,4
24

1
6
,6

55
1
7
,0

11
1
7,

2
48

1
7,

48
5

1
7,

84
0

15
,0

0
0

15
,0

0
0

15
,0

0
0

15
,0

00
15

,0
00

使
用

料
及

び
賃

借
料

7
,9

16
8
,6

30
8
,1

34
8
,1

34
6
,8

38
1
1
,7

53
1
1
,7

53
1
1
,7

53
1
1,

26
3

1
1,

26
3

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,1

00
7
,1

00

そ
の

他
9
,4

52
11

,8
12

13
,0

27
13

,0
71

13
,0

91
3
,6

58
4
,3

02
7,

06
5

7,
31

8
6,

96
3

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

00
6
,0

00
6
,0

00

小
計

4
2
,8

0
0

4
7
,5

2
0

4
8
,6

8
0

4
9
,1

6
0

4
8
,3

2
0

4
5
,4

0
0

4
6
,4

0
0

4
9
,4

0
0

4
9
,4

0
0

4
9
,4

0
0

4
6
,5

0
0

4
6
,5

0
0

4
6
,5

0
0

4
6
,5

0
0

4
6
,5

0
0

7
7
,0

0
0

9
9
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

8
2
,4

0
0

9
2
,4

0
0

1
0
5
,4

0
0

1
0
5
,4

0
0

1
0
5
,4

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

1
1
9
,5

0
0

【
　

収
　

入
　

】

㈱
　

大
　

成
蔦

　
井

　
㈱

東
海

ラ
ジ

オ
放

送
　

㈱

駐
車

場
利

用
料

金

そ
の

他

計

【　
支

　
出

　
】

市
へ

の
納

入
金

指 　 定 　 管 　 理 　 料

計

社
名
・
年
度

費
目
内
訳
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 （議案第８０号、参考資料）　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

　　有料駐車場指定管理者の候補者評価項目

評　価　項　目　･　内　容

☆事業計画の内容が、住民の平等利用を確保するものであるか。

管理運営を実施するうえで、住民の平等利用が確保できるか

利用にあたり、幅広く情報提供・発信を行うものであるか

☆事業計画の内容が、利便性・サービスの向上を図るものとなっているか。

緊急時の対策について連絡網・対処方法が講じられているか

利用者の意見を反映させる仕組みがあるか

利用者の利便性向上に配慮しているか（どのような方策か）

利用者のトラブル防止の仕組みと対処方策がされているか

☆事業計画の内容が、施設の効用を最大限に発揮するとともに、管理経費の縮減が図られるものとなっ
ているか。

行政では実施することが困難な事業や柔軟なサービス提供などの取組みが盛り込まれているか

有料駐車場の設置目的を達成するための事業計画となっているか

管理経費の縮減策が講じられているか（どのような点か）

有料駐車場の利用促進を図る計画（方策）があるか

市への納入金は適正な額であるか

☆施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有している、または確保できる
見込があるか。

職員数・職員配置・採用計画は適正であるか

管理及び運営（事業)を行うために十分な管理組織となっているか

職員の資質向上を図るための計画（研修計画等）があるか

団体等設立の趣旨・目的が有料駐車場の指定管理者として相応しいものであるか

☆管理を通じて取得した個人情報についての保護管理体制が整備されているか。

個人情報の保護に対する措置がとられているか

☆その他
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